
報道機関の皆さんへお知らせ 

報道発表資料の配付日時  ３月５日（水）15 時 00 分 

標 題 みんなで拡げる木づかいプロジェクト成果発表会の開催について 

日 時 令和７年(2025 年)３月 1３日（木） １３：３０～１６：１５ 

場 所 渡島総合振興局 講堂（函館市美原 4丁目 6番 16 号） 

内 容 

当局では、道南スギをはじめとする地域材の需要拡大を進めるため、平成

27 年度より地元の建築設計者や製材業者、建築施工者などの異業種のメン

バーで構成される「木づかいプロジェクト検討委員会」にて、学生等に地域

材を活用した空間デザインを学ぶ場を提供するなど、道南の木材の新たな

利用方法を生み出す取組を行っており、このたび、これまでの活動をまとめ

た成果発表会を下記のとおり開催することとなりました。 

■みんなで拡げる木づかいプロジェクト成果発表会 

１ 開 催 日 時：令和 7年(2025 年)3 月 13 日(木) 13:30～16:15 

２ 会 場：渡島総合振興局３階 講堂 (函館市美原 4丁目 6番 16 号) 

３ プログラム：※詳細は別紙チラシを参照してください。 

                 (1)渡島総合振興局庁舎１階ロビー木質化の取組 

木づかいプロジェクト検討委員会 委員長 髙田 傑 氏（髙田傑建築都市研究室 主宰） 

(2)講話：（株）やまとわ  取締役/企画室長・森林ディレクター  奥田 悠史 氏 

(一社)kiki   代表理事(木育ガールキキちゃん)  前田 彩世 氏 

 (3)コアタイム（展示発表）：今年度及び過去の製作物を展示 

(4)トークセッション～ 未来へつなげる木づかいプロジェクト ～ 

   司 会▶木づかいプロジェクト検討委員会  委員長 髙田 傑   氏 

パネリスト▶(株)やまとわ 取締役/企画室長・森林ディレクター   奥田 悠史  氏 

▶(一社)kiki  代表理事 (木育ガールキキちゃん)  前田 彩世 氏 

▶木づかいプロジェクト検討委員会 委員･オブザーバー 

(鈴木 正樹氏、目黒 さおり氏、原田 泰氏、鳥倉 真史氏、佐藤 司氏)  

４ 参加対象：一般住民、市町職員、建築関連業者、建具生産業者、林業木材関連企業 

５ 参加予定人数：７０名程度 

６ 参加費：無料 

【参考】ゲスト講師について 

・株式会社やまとわ 取締役/企画室長・森林ディレクター 奥田 悠史 氏(長野県) 

森の入り口から出口までをトータルデザインし、森と暮らしの新しい

関係性をつくる事業の企画提案やコンセプトづくりを行っている。 

・一般社団法人 kiki 代表理事 前田 彩世 氏(東京都) 

「木育ガールキキちゃん」として木材や森林に関わる教育活動や SNS で

の発信など、「木」といえば、「キキちゃん」を目指して活動している。 

取材に当たっての

お 願 い 
当日の取材のほか、事前の周知にもご協力をお願いいたします。 

連 絡 先 
産業振興部林務課 主査（林務）門          

℡ ０１３８－４７－９４７１ 
 

配布形式  電子☑・紙□ 渡島総合振興局 ＨＰ掲載  有☑・無□ 

 



みんなで拡げる木づかいプロジェクト

成果発表会
渡島管内では、道南スギをはじめとする地域材の多くが道外へ出荷されている状況にあり、地域
での消費拡大を図ることが急務となっています。この度、地域材を活用した木製品の利活用に向け
た課題に学生や市町職員等と協働で取り組んだ、当プロジェクトの成果を発表いたします。

また、森と暮らしの新しい関係性をつくる事業や木育活動で活躍するゲスト講師を道外からお招
きして講演いただくとともに、木づかいプロジェクト検討委員会委員とのトークセッションを開催します。

▶ 2025年3 月13  日(木) 13:30～16:15 （受付 13:00～）
会場：渡島総合振興局３階講堂 (函館市美原4丁目6番16号)

◎主 催：木づかいプロジェクト検討委員会、北海道渡島総合振興局
◎申込方法：2次元コードから、またはメール、FAXに下記必要事項を

記載の上、お申し込みください。
・必要事項：①所属／②役職・氏名／③所属住所／④電話番号／

⑤メ－ルアドレス
※一般の方は、住所にお住まいの市町村名のみ記載願います。

◎申 込先：渡島総合振興局産業振興部林務課林務係
E-mail: oshima.rinmu15@pref.hokkaido.lg.jp

ＦＡＸ：（０１３８）－４７－９２０９
◎お問合せ：ＴＥＬ：（０１３８）－４７－９４７１（直通）

コチラからお申込みできます→

１．開会

２．渡島総合振興局庁舎１階ロビー木質化の取組 （１３：３５～１３：５０）

・木づかいプロジェクト検討委員会 委員長 髙田 傑 氏（高田傑建築都市研究室 主宰）

３．ゲスト講師による講話 （１３：５０～１５：１０）

①（株）やまとわ 取締役/企画室長・森林ディレクター 奥田 悠史 氏

②（一社）kiki 代表理事 前田 彩世 氏（木育ガールキキちゃん）

４．コアタイム（展示発表） （１５：１０～１５：２５）

令和６年度及びこれまでの製作物を展示

５．トークセッション （１５：２５～１６：１５）

～ 未来へつなげる木づかいプロジェクト ～

６．閉会

テーマ：地域の価値を高める活動を後押しする行政／自治体のあり方－地域材の活用

・基調講演 木づかいプロジェクトの10年間の取組 渡島総合振興局産業振興部林務課

・司会 木づかいプロジェクト検討委員会 委員長 髙田 傑 氏 (高田傑建築都市研究室)

・パネリスト (株)やまとわ 取締役/企画室長・森林ディレクター奥田 悠史 氏

木育ガールキキちゃん 前田 彩世 氏

木づかいプロジェクト検討委員会 委員 鈴木 正樹 氏 ((株)ハルキ)

委員 目黒 さおり 氏 ((株)平野建業)
委員 原田 泰 氏 (公立はこだて未来大学)
委員 鳥倉 真史 氏 (くらcra(同))
オブザーバ－ 佐藤 司 氏 (森町農林課)



ー プロフィール ー

北斗市出身。1998年東京芸術大学美術学部建築科卒業、2000年同大学院美術研究科建築設計専攻修了後、（株）
山本理顕設計工場に勤務し、公立はこだて未来大学研究棟などを担当。2005年から東京芸術大学美術学部建築科 助
教。2011年より北斗市に帰郷し現職。武蔵野美術大学非常勤講師、森町モデル推進協議会委員長、北海道立北の森
づくり専門学校森町地域サポート部会委員長。2011年「Ｔ邸」木材活用コンクール特別賞。2015年函館駅前広場
イルミネーション業務プロポーザル最適提案者。2016年「Ｍ邸」第21回 函館市都市景観賞。2023年「株式会社
ハルキ事務所棟」第36回北海道赤レンガ建築奨励賞。建築による地域コミュニティーの復興や域内経済の好循環、
地球環境の再生を目指し奮闘中。

三重県生まれ。信州大学農学部森林科学科で年輪を研究。大学時代、バックパッカーでの世界一周旅行に出かける。
世界中で、いろんな人が“生きる”姿に触れるたびに、その姿を伝えることに興味を持つ。大学卒業後、編集者・ラ
イター、デザイナー、カメラマンを経て(株)やまとわ立ち上げに参画。(株)やまとわでは、長野県伊那市を拠点とし
て、循環する農林業を目指す「農と森事業部」や地域材を使ってものづくりをおこなう「木工事業部」、その地域ら
しい持続可能な暮らしを模索する「暮らし事業部」、森と暮らしをつなぎ直す「森事業部」の4事業部を展開。その
中ですべての事業部に携わり、主に企画提案やコンセプトづくりの部分を担っている。

大阪府出身。東京学芸大学 教育学部 卒業 及び 同大学大学院 修士課程 修了。中学校・技術科と高等学校・工業の教
員免許のほか、自然体験活動指導者（NEAL）と木育推進員（熊本大学）の資格を保有。高校時代の夢が、俳優と先
生で、どちらも叶えたくて、東京の教員養成の大学に入学。大学で技術科を学ぶ中で、森林や木材は身近にあるのに
知らないことがたくさんあると衝撃を受ける。子どもたちが森や林業と環境問題のつながりについて学ぶ場がないと
思い、YouTubeとワークショップで楽しく木育を発信しようと「木育ガール キキちゃん」として活動を開始。現在
も、別の仕事をしながら木材や森林に関わる教育活動や、SNSでの発信、イベントでの講演を行うなど、「木」とい
えば、「キキちゃん」を目標として活動を行っている。

埼玉県富士見市出身。中央工学校建築設計科を卒業後、ワーキングホリデービザにてカナダへ渡り約2年滞在。帰国

後首都圏で生活するが、都会での息苦しさや子育ての難しさを感じ、2007年に北海道の森町へ移住。㈱ハルキへ入

社し、プレカット製造や道南スギを活用した商品企画・開発に携わる。「木育マイスター」第1期生として活動し、

昨年4月に一般社団法人まなびのもりを設立。行政・教育機関と連携し、木育の普及に尽力する。木育を通じて多様

な分野とつながり、業種の枠を超えた地元木材の活用や地域活性化に貢献している。

株式会社平野建業 取締役、道南森づくりの会 副代表、Seeds＆Soil 代表、木育マイスター。（株）平野建業に勤務
し、設計や現場管理業務を担当。木づかいプロジェクトの活動を通して、地域の木材の可能性を考えるきっかけから
木育マイスターに。その後環境保全型の「自伐型林業」を学び、現在は（株）平野建業に林業部を立上げ建設業の傍
ら林業家として作業道敷設や森林整備活動も積極的に行っている。道南スギや地域の広葉樹、森林を身近に感じても
らうために、Seeds＆Soilの名で「森の素材のお店」と称して木工製品や苔ボトルなど製作し道南地域を中心にマル
シェに出店。令和４年から（株）平野建業の事務所に併設した店舗もOPENした。

静岡県沼津市出身。1985年筑波大学芸術専門学群卒業後、（株）凸版印刷、（株）リクルートに勤務し、アート
ディレクターとしてセールスプロモーション、広告制作に携わる。その後、情報デザインを専門とする教員として筑
波大学、多摩美術大学、千葉工業大学、公立はこだて未来大学を経て、現在は（株）デザインコンパス代表取締役と
してデザインの実践、研究に取り組んでいる。博士（感性科学）。日本グラフィックデザイナー協会（JAGDA）会
員。著書：『デザイン仕事に必ず役立つ 図解力アップドリル』ワークスコーポレーション（2010）、『手描きで考
え、伝える 図解表現使いこなしブック』日本能率協会マネジメントセンター（2012）ほか。

2011年北海道芸術デザイン専門学校 環境デザイン学科 クラフトデザイン専攻卒業後、東神楽町の「有限会社 イン
テリア北匠工房」に約8年間の勤務。専門学校時代の恩師から道南スギを活用してくれる木工家を探しているという
話があり、独立してみる気はないかと声を掛けられた。2018年開催の道南スギを活用した家具の新たな地域ブラン
ド「新箱館家具」の確立を目指すデザインコンペで、道南スギのアームチェア「Φ40」が最優秀賞を受賞し、
2019年に函館市に”くらcra”（クラクラ）を起業。現在、広葉樹の木材を使用して家具を製作するほか、道南ス
ギやトドマツなどを使用した幅広いものづくりを行っている。旧函館区公会堂内の家具の修繕や株式会社
Libertyshipのバレルサウナ制作などを手がける。

札幌市出身。1993年に北海道立林産試験場技術部成形科へ勤務し、その後加工科、性能開発科を経て経験を積む。
2008年5月、上川総合振興局林務課に異動し、2012年度に地域材（トドマツ）を活用した家具試作事業を立ち上げ、
東海大学旭川校や旭川高等技術専門学院の学生と共に試作品を製作。2013年4月に渡島総合振興局へ異動し、2015年
度には「みんなですすめる木づかいプロジェクト」を企画。道南スギの認知度向上に尽力し、デザインコンペを契機に函
館市で家具職人の起業を実現させた。2017年度より渡島東部森林室にて木育推進を担当し、無印良品シエスタハコダテ
との連携イベントを展開。2019年4月、森町農林課へ派遣され、森林環境譲与税を活用し、道南スギの出生証明書や積
み木作りなどの事業を推進。2021年3月に北海道職員を退職し、翌4月より森町職員として勤務し現在に至る。


